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研究成果概要 
本研究の目的は、KAGRA における環境由来のノイズの評価・削減およびモニターシス

テムの拡充である。本研究の 2024 年度における成果は以下である。 
□□ 令和 6 年能登半島地震(M7.6)による KAGRA 施設への影響調査および 津波インフ

ラサウンドの解析 (雑誌論執筆中) 
□□ 神岡周辺における小規模地震のデータ解析 
□□ O4c に向けた KAGRA 干渉計のノイズハンティング・ノイズバジェット、 特に OMC
チェンバーおよび IFI チェンバー周辺の振動・音響 
□□ 非線形独立成分分析を用いたオフライン雑音除去の開発 
□□ 機械学習を用いた地面振動予報の開発 
□□ 神岡地上おけるシューマン共振磁場の連続観測 
□□ KAGRA 坑口に設置された落雷検知器の信号波形収集および解析 
□□ KAGRA 坑内における排水量モニターおよび水流シミュレーション 
□□ KAGRA 坑内および神岡地上における気圧・インフラサウンドモニター 
□□ KAGRA 実験サイトにおける接地電位および AC/DC 電源の雑音調査 
□□ 重力勾配の直接観測を目指したねじれ振り子型検出器(TOBA)の開発 
□□ TOBA 設置に向けた CLIO 実験サイトにおける環境雑音測定 
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